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○６月２９日～ 

 

 株価が先週あたりから少し下げてきました。 

コロナウイルスの第２波が世界的に心配な状況になってきました。 

米国の一部の州でバーやレストランが再び閉鎖されるなど経済への影響が気になります。 

今週は日銀短観や雇用統計など重要指標の発表があります。 

３日は米国が休場になります。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は動きが少なくなっています。 

１０６－１０７．６円のどちらにブレイクするかに注目したいです。 

５月、６月とも１０６円あたりでサポートされているため割り込むと円高が進みそうです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円もどちらかというと下値リスクがありそうです。 

オセアニア通貨などは停滞した動きになっていますが安値更新の動きには注意。 

株価のリスク回避の動きが出れば下げていく可能性が高いです。 

   

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では５月鉱工業生産、４－６月期日銀短観・四半期大企業製造業業況判断な

どがあります。 

米国では４月ケース・シラー米住宅価格指数、６月シカゴ購買部協会景気指数、６月消費

者信頼感指数、パウエル米連邦準備理事会（ＦＲＢ）議長発言、６月ＡＤＰ雇用統計、６

月ＩＳＭ製造業景況指数、ＦＯＭＣ議事要旨、５月貿易収支、６月雇用統計、前週分失業

保険継続受給者数などが発表されます。 

欧州ではドイツとユーロ圏で６月消費者物価指数、６月製造業・サービス業ＰＭＩ（改定

値）などがあります。 

ほかには、英国で１－３月期ＧＤＰ（改定値）、カナダで４月ＧＤＰの発表などがあります。  


